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を主題の非省略と呼ぶことにする（1）。   


















によるものである。   
先ず初めに，主題の省略を可能にする条件iこついて概観しておくことにす  
る。  












































なる。   
一方，主語以外の名詞となると，総じて復元可能性が落ちるようである。   
砂州有里子  18   
（5）辰五郎は浅草境内の掃除方（風紀衛生の取締り）をつとめ，この一帯  
で商いをする香具師をとりしきっている。＜香具師たちほ＞毎日のあが  
りの何割かを辰五郎におさめる。（紅101頁）   






（6）友吉諷 ゆうは顔だけは見知っている＝ ＜¢は＞徳次郎親方の女房の  









22 推論を辛がかりとした主題の復元  
省略された主題は，言語的あるいは言語外的文昧を辛がかりとしたある憧の  
推論を行わなければ復元できないこともある。   
これに該当する適当な例が小説の中から見つからなかったため，ここでは例  
外的に小説以外の談話を観察することにしたいら また主題となる部分も談話の  





イター仲間高田純が「恋文」を書いていた。（荒井晴彦『恋文』解説）   
冒頭で「映画化が決まった」と言っているのは『恋文』という作品の映画化  
のこと，また「ライター」というのは映画のシナリオライターのことである。   
主題の省略と非省略  
しかし，それが分かったからといって二番目の文の主題が何を表しているの  





























来るわけである。   
このようlこ言語外的な情報（『wの悲劇』が作品のタイトルであること，『W  
































略することによって，それら一連の文を一つの主題を持つ文としてまとめあげ   
主題の省略と非省略  


















いるのlも うっかりよけいなことまでロをすべらせたのを後悔している  
ふうでもある。が，＜¢は＞久野の視線に促される感じで，やっと複を  












軽重ニ▲と投与っ耳．そこに境界線を設ける機能であるという点から分かるよう   
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に．「ほ」の結束機能と表裏一体の関係iこあるものであると言うことができる  
3－2 主体の維持機能と再設定機能  













た悲劇の全てを知るため，あたり¶帯を歩き回った。   
マルイギソは倒れた紅松のそほにバンドの切れたライフル銃を見つけ  









れたためと思われる。このような湯島 第二文において第一文の主題を維持す  
ることほむずかしくなF），そのために再び「ほ」を用いて主題を明示し，同じ  
主題が依然として続いていることを明らかにする必要が生じるわけである。   
このような「は」の機能を「主題の維持機能」と呼ぶことにしよう。主題の  
維持機能は当の談話とそれより前の談話とを関係付けてまとめあげるという前  






けである。   
次に（b）の例を観察することにしたい。  
（1い 墜墜何よりも，助かった，と思った。勝っちゃんの言うとおり，いま  
家じゅうがそのことでゴッタ返しているのなら，墜喧燥りが遅れたこと  



















に分割した結果 文章の流れを息の短いものにしてそこに一定のリズムを与  
え，ある種の表現効果を生むことができるのではないだろうかと考えられるの  
である。   
このように，ひとまとまりの談話の中に，それまでの主題と同じものを再び  
設定することによって境界を設ける機能を「主題の再設定機能」と呼ぶことに  









かう方向の違いから呼び分けられたにすぎないものであることが分かる。   
以上に述べた「は」の談話構成枚能をまとめると次のようになる。   
（C）「‾は」り談話構成校能  
－ 
、   
、、 
、   
以下においては，以上の諸騰結のうちの主題の照持機能について考察を進め  
ることにしたい。  














れ．そのことを知ったらしかった。その朝，臨海学校から真っ黒になっ   
主題の省略と非省略  
て戻ってきた優の耳があるので，塑王埋一言「絶対にいやです」と答え  





























と＜¢には＞わかった。（夙16五）   
この談話でほ眉儲で「恭介」が主題として提示されているが，二重下線で示  
した通り，中段以降に数多くの登場人物がそれぞれ主文の主語として導入され   
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ているっ しかも最後に現れる㌻‾少女」は「ほ」を用いた主題として導入されて  
さえもいる。それにも関わらず，その次の「……捻子だ…‥・とわかった」とい  
う文では主題である「恭介」が省略されて示されているのである。   
これにほ書き手の視点という問題が関わっているように思われるのである  
が，その点については4－6節の議論の中で再び触れることにして，とりあえず  
























る。我々はなぜこのような「感じ」を抱くのだろうか。   
この答えを探るためにもう一度第二文と第三文の表す内容に着目してみた  
















4－5 時宜間的なギャツプ  
さきに挙げた（10）がこの例であるが，ここでは次の例について考えてみる  
ことにしよう。   
し17）玉枝ほ，遠縁の農家に・一時身を寄せて，遼子を産むと，身体の回復を  
待って帯同へ出て，職を求めた。  












異質な内容を表す文が挿入されるとき，再び主題が設定される必要が生じるの   
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いような問題に関わってくるものであろうと思われる。   
この点に関する考察に入る前甘こ．まずは物語における語り手と書き手という  
存在について考えてみることにしたい。  




でもある。   
一人称小説では，語り手は，「私」で表され，く語り手＝「私」＞自身が登場  
人物であるわけだが，小説が虚構の世界である限り，その書き手ほく語り手＝  
「私」＞とほ別に存在する。   


















の役割を共に果たしているのであると言うことができる。   
ところで作者であり演出家である書き手は，物語を構築する過程で様々な演  
出を行っていく。その一つが次に見る語り様式の変化である。  






















た具合いに，異なった語り様式への移行が認められるわけである。   
このような語り様式の変化が主題の維持を困難にさせる場合は少なくない。  
一例として次のようなものがある。  
































る。   
これまでの記述かち明らかなように，以上の問題ほ次に述べる書き手の視点  
という問題と深く関わるものである。   
主題の省略と非省略   
















想のいい微笑をととのえながら，女の子の方へにじりよる。（祭7貢）   
三人称小説の場合でも基本的には同じことが言える。ただこの場合は書き手  
の視点がある特定の登場人物だ研こおかれるのではなく，時として別の登場人  












れもよく思い出せない。ただ，＜¢は＞その日の街の風景だけが鮮やか   
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とく¢には＞わかった診（風16頁）   






じ取ったままの情景として表現されているのである。そして最後の≪ ≫で再  
び報告時を基準とLた恭介の記憶内容の描写に移行する。ここでもまた語り手  












（1）「は」による主題提示にほ，省略できるにも関わらず省略しない場合（＝主題の   
非省略）と，省略すると主題が読み取れなくなるために明示的に言及しなけれほな   
主題の省略と非省略  











（61年小学校『こくご一』光村図書 26貫）  
これは子供向けの絵物語で．数字を付した部分にそれぞれ一枚ずつの桧がつけら   
れている。つまり紙芝居の絵につけられた語りと同種のものなのである。ここでは   
（1）の「おや，（これは）なにかた」と（3）の「（ふくろiこは）なにもありません」   
の部分以外には主題に相当するものが見あたらたい。台詞を除いた他の文に限って  
言えば，主題がひとつもない談話で構成された物語である。この例のように次々と   
新しい情景が目に浮かんでくるような描写を除くとすれば，通常の物語はいくつか   










（7） ここでは単純に一人称小説と三人称′ト説とに二分したが，この他にもこれら二√＞   
を融合した形式が考えられる。例えば，語り手である「私」（「私」ほ談話の中に明   
示されない場合もある〕が昔話などの逸話を語るといった設定のもとに善かれた作  




夙 『風物語』  
影 『遠ぎかる影』  
王 『偉大なる王』  
紅 『恋紅』  
祭 『花祭り』  
文 『恋文』  
阿刀田 高1988年 講談社文革  
夏樹 静子1983年 講談社文庫  
ニコライ・Aりミイコ7 今村龍夫訳  
1989年 中公文帝  
皆川 博子1989年 新潮文庫  
安岡筆太郎1984年 新潮文唾  
遠戚三紀彦1987年 新潮文庫   
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